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盤光誘蛾燈! こ飛来する水棲甲虫の趨光性活動( 第2報)0

丸

Yoshimaru Yamamoto: O n  the phototropic response of aquatic beetIes 
(  ]f )  

義本山

表は19ふ1年のヨシマグシゴ iロウ、ヒメガムジ及び: : J jJ" 
oA v について調査したもの、一部である。とれらの盛

奇策 1表
飛来コジマグ y ゴロウの性地

(1 9  48) 

| ♀/ 乎+ 合. % '♀，頭数

7. 24 648 45.1 
8. 9  233 49.6 
8. 14 443 52.5 
8. 17 190 59.0 
8. 18 ， 417 48.1 

宅 8. 27 272 46.9 
9.:2 436 、 46.3 
-9. 14 - 517 47.0 
9; 21 185 50.4 
9. 22 1208 49.3 

おで¥|

to・the fluorescent light trap. 

永田地帯に設けられた後光誘蛾燈に飛来する71<接甲
虫の趨先性活動に関し、筆者はさきにその季節的? 首長
主主に日週律的活動について報告したが、 ζ 、に第 2報
として、 1948年一1951年の調査結果に色と宇き. 飛来

，昆虫の1陸比並に飛来と気象条件との相関について報告
ナ為。 @
本文に先立ち、本調至宝に対し御懇篤な助言を賜b っ-1.
' t c . 野村健一博士. 標本の同定を煩わいまた種k 御教

ナる。

1 . 調査方法
第 1報に説明した溜 h 兵庫県氷上郡柏原町におい
て7永田の傍に設けられた後先誘娘燈1基を侠用した
が、 1951年使用の色のは前停侯周の志のとは約 150m
離れた別の誘蛾燈である。昆虫の飛来活動に先んじて
蒋募に点燈い以後30分を区切って飛来昆虫を採集ナ
ると共に潔主主条件を記録した。採集装置は1949年には
直径 40cm の漏斗と議瓶を用いて、いわゆる乾式とし
たが、 1948年及び1951年には誘蛾燈の7 1 < 盤をそのま h

侠周した。調套回数は通算して99図、内終夜 7 回であ
る 。 "
気温及び深度の測定には乾浪計を使用し、隠さ及び

風カは簡易な測定方法に依った。ナなわち、暗さにつ
いては、言毒蛾燈のう白からは蔭になった近くの場所にお
いて定距離 (3m)から明視し得る白色正方形〈白紙に
描き、周囲を予幸男主〈塗る〉の大きさによって階級を定
め、その値は満月でえ曇った闇夜で7 - 8となる。ま
? と風カは、糸に吊した綿塊の揺れ方を指標として、大

反及び暗さは15分又は30分毎に、ま? と風力は変動が烈
しいたる刻々の変化を記録した。

ν : n : . 飛来昆虫の性比
飛来した7 1 < 棲甲虫〈種類は 6科51種〉の大部分の穫に

ついては性比を調査しなかったが、次の上うな若干の

第 1表は19.18年の司ジ T ゲ y ゴロウについて、第 2

49.4 

く註〉 点燈後 4 時間の飛来数について
どあるが、後宇夜の飛来は微々たる
色のである。，.

卒

3種飛来昆虫の性比

百止百子戸
8. 11 233 44.1 105 46.2 30 53.6 
8. 12 140 49.0 29 36.3 14 58.3 
8. 13 134 42.7 48 41.7 17 53.1 
8. 14 209 50.7 68 50.0 14 43.8 
8. 25 105 42_0 100 49.0 6  46.2 

、

/  

.:-.1 44.51 一両81卒

性比は♀J♀+ 会. %

告書 1報: 応用昆虫 V ol. 7. No. 1  (1951) 
飛来と気象との相関については、要旨を日本昆虫学会第11回大会 (1951) において誘演。

点燈後 3 時間の飛来数、〈詮〉

①
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I  

にお Jいて飛来昆虫の性比に日におって若干の変輔があ| は、多数の要因がζれに関係しているために非常に摺
るげれE ふとれは費生L つ、あるもの、性比、棲息 1 j雑であるs 本邦における従来の郁究をみるに、五賞?
個体の性比と関連をもっ磐であって、ザ特に注目に催す 1 ;夜久(;'935)は蛾類を対象とし宇旬毎に整理して飛来撮
るほE の変化とは認あ難ふ雄培の趨党性活動に大き| と気象ιの比例関係を調ペ、 2 年間〈各5 月""':"W月〉
な相違は無いよラである。
て棲息個体の性比を調査するととはやっていなν、。) I両者の相関々を明らかにするたあに相関係数を利用ず
実にまた、衰を掲げる ζとは省略するが、却分毎の| るととを提唱し、また自らとれを遁用して犠類の趨党
時間的飛来消長において色飛来昆虫の性比は概ね500.A I  1生活動について報告をなした等が主ちる色りである.
内外を札、その時間的飛来曲線には性による相跡 l輔はζの相関法を使用して次のよラ時果を得h

日々におげる飛来教の変動が各種の気象条件の彰響4 ・
による趨党性活動の相違は寄在しないーとのととは他| を受げているととは明らかであるが、J 費生消長に色考

の多くの種について調査をじていない砂れE 色. 第 1
報に述ペ? とように本棲甲虫の飛来が極めて短時間に集

慮を払わねばならない1 )
は、なるべく接近して居り且つ若しい風雨の彰響の錦、
い日を各期間中かけ日宛選民飛来数と気象条件と
の相関係数を算出した。ヨシマグンゴロウとヒメガム

中しているととから考えτ. 水棲甲虫には普遍的な色
のと推定ナる.

I. 飛来と集象傑件との相関 く、会期間に豆って飛来する主要種であったからであ
趨党性昆虫の飛来と気象条件との相関を究あるとと i る。

第 3費、

さ|広

6おflzlzl 矧-l-|-lzlJ到-認|;:1131JZ
7 J 7 1 1 1 i  ;3;21Z 21::;l;21;tg;i:;z 
8 6 7 1 1 1 I 3 3 1 1まllb市|羽:語|羽記官|:?と

， '  

8.11- 8.141 1刻、 0.7，81' 0:771 0，0510β1. 0.051 o.ω1 ， 1.31-: i>.'綿一 0.81
《1951) j  1刻 0.701 0.781 11 0.961 0.931 U)I ・0.401 0.291  1.11- .0.831- 0.77 一 一一一一一一 -8.25- 8.30 I  3.61 <>t2sl 141- 0.821- 0.361 0.51ー0刈 - O.邸 1 1.51- 0.421ー0.75
(  "  )， 1  3.01 0.491- 0.011 1制ー 0.811- 0.391 0.71- 0.311- (').751  l.制- 0.171- 0.55 

一一目 1 目一 一一一一一一

《註〉各期間において上段は点燈最初の30分間. 下段は衣の30分間の結果であるa 気象
条件の催としては各30分間の年均値を求めた。-

J  
を

踊差とは. 各気象条件〈平均〉の最高と最低の差〈変化の幅〉をあらわず.
ヨシマ及びヒ ;jl の欄は. それぞれヨシ T ゲンゴロウ及ピヒメガムシを対象とした相関
係裁であるo
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1  

( 1 ) 気 温 、 ベI A(1935)にあっては認められなかったが、江口 (1932)
気温との相関は他の昆虫苦手における従来の知見と格| は月明が飛来を妨げるとない玄た野村 (1937.1) は

別呉るととろはない。集 3表にみられる通れ他の条| 培さの膨響が最色大であって，培さに対ナる定相関が、
件に著しい変化がなければ気温に対する1 E 相関がかな 1:慈しいととを明らかにした0 ・筆者もまた蛾については

、、
りに高くあ b われる。とれが冷涼の侯においては気温
の彰響が最志大きいととはいうまで色なく、晩秋、気

降れば皆無となった。

(2) 累 ' 度
線皮との相関は明らかでない。調査時の潔Faは通常

そのよラに観察したが、7 1 < 棲甲虫Vておいてはむしろこ
れと反対の現象示認められた。/
前出の第 3表によると暗さとの関係が明るかでなむ¥

が、とれば各期間内において日が接近Iしているたるに、
培さの隔差が小さいととに原因する色のである。第 4
表は婿さに変化をつけるために少しく期間を長ぐした

80-100%の高潔でるって、接近した日にあっては鴎| と ζろ、暗さに対ナる負相関がかなりに高〈あらわれ
差が特に小さ心深度翠独の彰響という色のは認め難| ている。而して，一時的に大発生をナる種や個体数の少
い。しかし潟度に大きな変化のある環境において調査| い種を除けば. ツプグ Y ゴロウ. アヤナミツプグンゴ
したならば、その辺の消息を知るととができょう。今| ロウ，コマルケシゲンゴロウi キイロヒラタガムシ等
回の結果において色、一般に気温低下と共に高潟にな| に忠岡ヒ傾向が認め b れ、 ζの結果が発生i官長による
るので、その隔差が比較的大きい揚合、気漉に対する
1 E 相関と共に濃度に対ナる負相関があらわれるげれE
色、乙れは前者の膨響と考えるのが妥当であろう。

偶然の所産であるとは考え難い。したがって、水棲甲、 ... .  、
虫の) 趨光性活動にはある程度の明るさのあるととが好
漣なように考えるれるが、じかしそれは実験によって a

解決されねばならないであろう。

(5) 風‘カ邑
風が昆虫の飛来を妨げる ζとは姿
然考えられると ζろである。敏氏
一おいてはー般に静穏乃至和風では，
飛来が多く、疾風ではや〉少く.
強風で極く少くなり h 烈風では
，飛来しないといわれて居るが、 ζ

ーれは大抵のイ也の昆虫群に色あては
まるであろう。第 3表には風力を、
数的に取扱って相関係数を算出し'

条件の平均値(30分〉と飛来数との
相関をみるととには疑義があるけ

b れl ; . . 色、一応負相関の結呆を生ビ

第 4表
‘せ'乍》

3種水棲甲虫の飛来数と各気象候件との相関経
( 1 9 4 9 ) 烹

コシマゲンゴロウ ヒメコゲムシ ケシグンゴロウ、

気滋 | 幡宮 気温 | 暗さ

6.10-6.20 - 0.63 - 0.64 - 0.24 O.04 - 0.68 一0.58
ノ

7.2-7.11 oぉ - 0.60 O.但 - 0.65 0.95  -::- 0.63 ， ， 
8.3-8.17 ， 0.22 一0.44 - 0.49 -0.88 - 0.63 一0.70
8.23  -9.15 • 0.35 - 0.54 ド 0.25 一0.67 0.47  - 0.55 
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〈註) 6，7 月は各6日問、 8，9 月は各10閲を抽出、点燈後1時間の飛
来数に関ナる相関係数

¥  いるが、その時の状沼をよく吟来
してみると. 民[ の吹きコケが備していたり、風カが謁〈
て変動少いのに他の条件の彦響が大きかった時の結果 F

である。、 ，J-" 
i実際の揚においでし氷核甲虫の飛来は無風の時に
最色多く、風力 3 (軟風〉となると既に若しく減ヒ、し
ばしば中絶し. 風力 5 (疾風〉に主主ナればほとんE 飛来
しない。小形の穫において特に敏感なようである。
同 ] Y . 舗内要 ..... 晴岬叫・ . ・色合，砕・令、

' 兵庫県米上郡柏原町において1948一口51年に後光誘
蛾燈に飛来ナる水棲甲虫の飛来状況を調盗し、飛来昆
虫の性比、飛来と気象との相関について次の結果を得

(3〉r i
降雨の開は蛾について観察されていると同様に、f

僅かな援のような雨は飛来に対してほとんE 支障 eとな
b守、イ也の条件( 高温、 ι無風〉さえよければ、相主与な雨

で毛かなりに飛来する。しかし往々にして雨に風を伴
5ので、その場合には飛来が滋減ナる。なお蛾では霧
蔚のある位の方がむしろ飛来を増ずといわれて居¥ 1 . :
筆者色そのように観察したが、7 1 < 棲甲虫ではその傾向

'T-

は認めるれないイ

(4) 暗量さ
、、妓の飛来に対ナる月拐の彰響については，芸賞・夜ト
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